8-4-8　ダム・発電専門委員会

1. ダム・発電専門委員会の予算

　　 予算　　　　　　 ：2,900,000円
　　 内、本専門委員会 ：1,000,000円
　　 　　地質分科会　 ：1,900,000円
2. 主な活動の記録

(1) 委員会の開催
　　　　専門委員会開催回数： 6回

　　　　地質分科会開催回数： 9回

(2) 協会活動への協力・支援

「照査特別ＷＧ」に協力して、ダム部門にお

けるエラー事例の収集と要因分析を行った。

また、他部門との連携により品質セミナーの

テキスト作成に協力した。

「建設コスト縮減ＷＧ」に参画し、ダム部門

におけるコスト縮減事例について調査した。

同ＷＧの活動結果にもとづき平成１８年度版

建設コンサルタント白書への執筆に協力した。

(3)　若手技術者による意見交換会

平成17年11月に開催した若手技術者による

　ダムビジョン討論会（20数名参加）を契機に、

　平成18年度では年度当初から7名によるＷＧ

　を設置して活動した。今年度は計4回のＷＧを

　実施するとともに、平成18年11月7日に意見

　交換会を開催した。同会には専門委員も参加し、

　総勢30名を越えた。

テーマ：(1)　将来展望のある業務事例

(2) ダムの功罪

　業務事例は、各社から特徴的な業務のトピックスが紹介され、率直な意見交換が行われた。

　ダムの功罪では「賛成派」と｢反対派｣に分れて

　痛烈な討論会を行った。

(4)　ダム工事総括管理技術者会との意見交換会

　平成13年からダム工事総括管理技術者会（CMED会）からの呼びかけに応じ、協会側から　

専門委員、CMED会側からは会長以下常任幹
事が出席して年1回意見交換を実施している。

18年度は、「ダム現場における作業安全の向上」をテーマとし、それぞれの立場から安全への取組み状況に関しての情報提供を行った。今回も専門委員に加え各社設計実務担当者も参加し、設計・施工計画上の具体事例を紹介した。

　CMED会からは、20数例のダム現場で実施

した安全性向上の具体事例の紹介があった。意見交換会では、工事段階での対策も重要ではあるが、設計当初からの創意工夫が安全に大きな効果をもたらすこと等が確認された。

(5) ダム現場見学会の開催

　地質分科会では、年1回ダム地質技術者を対象に建設中のダム現場の地質を中心とした見学会を行っている。平成18年度は、8月24日、25日に志津見ダム、尾原ダム、灰塚ダムを見学した。参加者は16名だった。
(6) 地質技術報告会の開催

　地質分科会では、年1回ダム地質技術者を対象に特定のテーマを定め、招待講演及び(5)のダム現場見学会の報告を含む技術報告会を行っている。平成18年度は、8月26日に『花崗岩類の土木地質的課題』をテーマに掲げ報告会を実施した。参加者は104名だった。
　招待講演：岩盤の風化プロセスと斜面の構造
　　　講師：横田　修一郎教授（島根大学）

　特別報告：土研たより
講師：佐々木　靖人氏（土木研究所）

3. 次年度の活動について

　今年度の活動を継続実施する。

　（ダム・発電専門委員会委員長　山下　幸弘）

